創設記念「工芸都市高岡　伝統と革新」展 by 安達 博文 et al.













































































上段：左から "飛翔 "、" バラ《 ROSE 》-Y"、" バラ《 ROSE 》-R"、
" バラ《 ROSE 》-W"
下段：" 立山（連峰） 賛歌 " と文楽シリーズ
































































































































　   社団法人 高岡アルミニウム懇話会、STプロダクツ株式会社
三協アルミニウム工業株式会社、株式会社広上製作所














































































































































































































































































































































































“a drop of water”
連携先：
株式会社藤巻製作所



































































[50 音順 ] 
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□ 新たな出会いがあった　　
□ 大学のひと（地域の人）と交流が深まった　　
□ 職人（教員）同士の交流が深まった
□ 日頃はできない領域や技術に挑戦ができた 
□ 販売についても考えるようになった
□ ものづくりに対するモチベーションが高まった 
□ 職人（学生）に新たな教育内容を提供できた
１． 今回の取り組みから得られたことは何ですか （複数回答可）
連携先
教員
連携先
教員
□ 大学（地域）の人との交流が不十分であった
□ 業務（教育）内容が現実に即していなかった
□ デザインに対する理解が不十分であった
□高岡のものづくりの現状理解が不十分であった
□ 高岡のものづくりは遅れていると感じた
２. 今回の取り組みから浮かび上がった問題点は何ですか （複数回答可）
商品化を考えた場合、人的資源、技術力の不足を痛感
事前の調整や話し合いが不十分、参加者にも説明不足
地域企業ももっと努力を　大学に多くを求めすぎ
良い物、革新と呼べる物への挑戦の意識を持って
常に教育・研究に関わるべきと思った
□ 大変満足 　　
□ 満足 　　
□ 不満足 　　
□ どちらとも言えない
３． 作品の満足度はいかがですか
連携先
教員
連携先
教員
もっと現実的なデザインを開発してほしい
新しい価値観、文化観を高岡に定着させてほしい
伝統産業において、R&D、PR、メディア戦略の強化
コスト意識をつくる
革新的なアイデアを模索し、新しい時代の
文化と技術を取り入れた授業に期待
より一層の交流を
ギブアンドテイクによるお互いの発展を
４-1． 今後、芸術文化学部に期待されることは何ですか
とにかく積極的に地域と関わるべき
高岡が目指すべきビジョンや戦略を示したい
地域の交流・情報拠点になってほしい
地場産関係者と連携し、新商品開発の助成を
職人さんによる講義の充実
クリエーターとして地域に良い刺激を与え続ける
４-2． 今後、芸術文化学部に期待されることは何ですか
□ 負担無し　　
□ 1万円未満　　
□ 1～4万円　　
□ ５～９万円 
□ １０万円～１９万円　
□ ２０万円～２９万円
５． 今回の取り組みの負担はどれくらいありましたか
連携先
教員
［金銭的負担］
□ 特に負担はなかった　
□ 少し負担　
□ 大変負担　
□ どちらとも言えない
［作業的負担］
□ 大きな意義があった　
□ 意義があった　
□ 意義はなかった　
□ 問題であった
□ どちらとも言えない　
６． 今回の取り組みをどのように評価されますか
連携先
教員
［今回の評価］
□ 毎年開催したい　
□ 何年かに一度開催したい　　
□ 方法などを工夫するなら
□ やりたくない　
□ どちらとも言えない
［継続性］
より早い段階から協議し
有志だけでなく、組織として全教員が関わる体制づくりを
私たちの創作思想も取り入れてほしい
（連携先に対して）
（教員に対して）
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